
（２）今回の点検の結果を問う
２ 平塚市が決定する公共料金の基準
（１）国民健康保険税
（２）介護保険料
（３）下水道使用料
（４）保育料
３ 子育て支援策として「�人乗り自転車」
のレンタルを
後藤 輝彦：市民派の会（２６分）
１ 平成��年度予算編成方針から
（１）財政見通しについて
（２）実施計画事業について
２ 地方分権改革推進委員会第�次勧告から
（１）各種行政委員会設置の見直しについて
３ 駐輪場対策について
４ 災害対策について
（１）富士山噴火への備え
（２）消防団の充実
（３）オストメイトへの対応
高橋 紀英：無所属（２０分）
１ 平成��年度予算編成方針について
２ 平塚市の広報政策について
（１）映像、インターネットによる広報
３ 平塚市産業振興計画について
（１）漁業の活性化策
４ 平塚駅周辺の駐輪対策について
（１）自転車利用のマナー向上
厚見 利子：無所属（１３分）
１ 子育て支援策
（１）一時保育について
（２）障がいのある子どもについて
２ 「かながわ下水道��」の改定
江口 友子：無所属（１３分）
１ 平成��年度予算編成方針
（１）教育費の位置づけについて問う
（２）小中学校の現場のマンパワーの拡充
２ スクールソーシャルワーカーの活用

坂間 正昭：清風クラブ（３０分）
１ 西部地域のまちづくり
（１）現在までの進捗状況と実現に向けて
（２）自然環境との関連について
（３）道路整備について
ア 道路整備状況と計画の推進
イ 安全な通学路等の対策

２ 教育力の推進
（１）中学校区について
（２）教育施設・機能の整備について
３ ごみ処理対策について
４ 地域に根ざした青少年育成について
野崎 審也：平塚クラブ（２３分）
１ にぎわいにあふれきらきら躍動するまち
（１）新しい七夕まつりの創出
（２）観光、商店街の活性化
２ 成果を重視した行政運営について
（１）時間外及び休日勤務手当
３ 生活交通確保対策事業について
４ 諸課題
（１）黒部丘の小川跨線橋
（２）花水小学校体育館整備改築事業
出村 光：湘南民主クラブ（１８分）
１ 保育園の待機児童解消に向けて
（１）今後の解消策
２ これからの公民館
（１）今後の事業展開
（２）地域と行政を結ぶ役割
３ 諸課題
（１）ひらつか花アグリ・花菜ガーデン
永田 美典：公明ひらつか（１５分）
１ 議案第��号 指定管理者の指定につい
て〔平塚市西部福祉会館〕
２ 諸課題
（１）運転免許証の自主返納支援について
松本 敏子：日本共産党平塚市議会議員団（２６分）
１ 平成��年度事業選択手法について
（１）市民の目線に立った点検作業

議 員 名：所属会派名等（質問時間）
伊藤 裕：平塚クラブ（３０分）
１ 平成��年度予算編成方針について
（１）決算をふまえての予算の考え
（２）事業の見直しをふまえての予算の考え
（３）大型事業をふまえての予算の考え
（４）マニフェストをふまえての予算の考え
２ パブリックマーケットの拡大について
（１）指定管理者の選定
（２）モニタリングの実施
（３）今後の方向性
ア 民間委託

３ 新型インフルエンザ対策について
４ 湘南ベルマーレのＪ１昇格に向けて
山口 聖：湘南民主クラブ（３０分）
１ 平塚市総合交通計画について
２ 平塚市産業振興計画について
３ 平塚駅周辺の駐輪対策について
４ 本市の少子化対策について
（１）現在の取り組みと実績
（２）不妊治療の助成について再度問う
５ 市民センターについて
松崎 清子：公明ひらつか（３０分）
１ 議案第��号 平成��年度平塚市一般
会計補正予算

（１）生活保護費
（２）子育て応援特別手当
２ 総合公園の有効活用
（１）市民と協働の交通公園
３ 今、求められる子育て支援
（１）待機児童の現状と今後
（２）「子ども手当て」による家計への影響
４ 福祉行政について
（１）福祉会館のあり方
（２）内部障がい者への対応
黒部 栄三：清風クラブ（３０分）
１ 本市の農業政策について
（１）平塚市農の体験・交流館
ア 施設の概要と進捗状況

イ 周辺施設等との連携
２ 町内福祉村について
（１）現状と課題
３ 諸課題
（１）新型インフルエンザ予防接種について
（２）全国瞬時警報システム（Ｊ－アラート）
の整備方針について

（３）米飯給食の現状と課題について
岩田 耕平：平塚クラブ（２５分）
１ 平塚市産業振興計画（案）について
（１）目標と基本方針
（２）具体的な取り組み
（３）産業振興条例制定の考え
２ 平塚市緑の基本計画素案について
（１）平塚らしさを引き出すまちづくり
（２）拠点的公園・緑地の整備
（３）歴史・文化を伝える緑と水の保全・活
用

小泉 春雄：湘南民主クラブ（３０分）
１ 市長に問う
（１）政権交代を受けて
（２）平成��年度予算編成について
２ 教育長に問う
（１）政権交代で期待される教育行政
（２）諸問題に対する教育現場との連携
３ 財団法人の統合に向けた基本協定の締結
４ 鎌倉市競輪事業撤退訴訟について
５ 安心・安全でプライバシーに配慮した診
療体制について
６ 地域の課題
（１）市道大島��号線の整備
秋澤 雅久：公明ひらつか（２０分）
１ 本市の債権管理について
（１）歳入における収入未済額の現状につい
ての認識

（２）各収入未済額の回収への取り組み
（３）債権の適正な管理と一元的処理
（４）債権管理条例の制定
２ 小中学校のトイレの改善と清掃について

決
算
全
体
に
関
わ
る
質
疑
で

は
、「
２０
年
度
の
経
常
収
支
比

率
が
８９
％
と
な
っ
て
い
る
が
、

前
年
度
と
比
べ
て
上
昇
し
た
要

因
は
何
か
。」と
の
質
問
に
対
し
、

「
人
件
費
等
の
歳
出
削
減
を
進

め
た
が
、
税
収
な
ど
一
般
財
源

の
歳
入
も
減
少
し
た
た
め
、
結

果
と
し
て
経
常
収
支
比
率
が
上

昇
し
た
。」と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
市
税
等
に
お
い

て
不
能
欠
損
額
や
収
入
未
済
額

が
増
加
し
た
原
因
や
、
そ
の
対

策
に
つ
い
て
も
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

歳
出
で
は
、
総
務
費
で
、
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
放
送
の
番
組
製
作
事
業
に
つ

い
て
、
費
用
対
効
果
を
確
認
す

る
た
め
の
視
聴
率
の
把
握
や
、

随
意
契
約
の
改
善
を
含
め
た
契

約
事
務
事
業
の
実
施
状
況
な
ど

の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

庁
舎
維
持
管
理
経
費
が
増
加
し

た
理
由
に
つ
い
て
も
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
企
画
費

で
は
、
政
策
課
題
調
査
研
究
事

業
の
具
体
的
な
取
り
組
み
や
、

職
員
提
案
制
度
の
活
用
状
況
な

ど
に
つ
い
て
も
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。
民
生
費
で
は
、
当
初
予

算
で
計
上
さ
れ
た
市
民
活
動
推

進
費
の
地
域
自
治
モ
デ
ル
支
援

事
業
が
未
執
行
と
な
っ
た
理
由

を
問
わ
れ
た
の
に
対
し
、「
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
謝
礼
な
ど
を
予

算
計
上
し
た
が
、
職
員
が
地
域

に
出
向
き
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
、
予

算
の
執
行
が
な
か
っ
た
。」と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
他
、

海
洋
少
年
団
交
流
事
業
を
継
続

す
る
必
要
性
や
、
学
校
の
空
き

教
室
を
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

活
用
し
て
経
費
を
節
減
す
る
考

え
な
ど
に
つ
い
て
も
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。
衛
生
費
で
は
、
妊

婦
健
康
診
査
の
公
費
で
の
負
担

回
数
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
効

果
や
、
新
規
に
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
取
り
組
ん
だ
妊
婦
歯
科
健

診
の
実
績
に
つ
い
て
問
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
食
育
推

進
基
本
計
画
の
策
定
の
進
ち
ょ

く
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
質
疑

も
あ
り
ま
し
た
。
農
林
水
産
業

費
で
は
、
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
ー
マ

ー
育
成
事
業
の
実
績
な
ど
の
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
農

道
・
用
排
水
路
整
備
事
業
に
関

し
て
、
２０
年
度
に
お
け
る
地
元

農
家
か
ら
の
要
望
に
対
す
る
整

備
状
況
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
商
工
費
で
は
、
商
店

等
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
や
、
地
域

商
店
街
ふ
れ
あ
い
事
業
に
お
い

て
不
用
額
が
発
生
し
た
理
由
な

ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
新
し
い
七
夕
ま
つ

り
創
出
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ

た
試
み
の
内
容
や
、
観
光
協
会

の
業
務
を
市
か
ら
商
工
会
議
所

に
移
管
し
た
効
果
な
ど
に
つ
い

て
も
問
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
土

木
費
で
は
、
狭
あ
い
道
路
や
生

活
道
路
の
整
備
状
況
や
、
流
域

下
水
道
右
岸
処
理
場
周
辺
環
境

対
策
の
事
業
概
要
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

倒
壊
の
危
険
度
が
高
い
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
改
修
が
目
標
値
に
達
し

な
か
っ
た
理
由
や
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
係
る
費
用

対
効
果
に
つ
い
て
の
見
解
な
ど

の
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

他
、
再
開
発
事
業
費
で
は
、
整

備
予
算
が
否
決
さ
れ
た
西
口
東

地
自
転
車
バ
イ
ク
・
駐
車
場
に

つ
い
て
、
す
で
に
実
施
さ
れ
た

設
計
委
託
等
の
活
用
方
法
な
ど

を
問
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
消
防

費
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
配
備
に
伴

う
研
修
等
の
実
施
状
況
や
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
向

上
に
向
け
た
広
報
活
動
へ
の
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。
教
育
費
で
は
、

外
国
人
英
語
指
導
助
手
の
学
校

訪
問
事
業
の
事
業
評
価
結
果
や
、

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
の
小
中
学
校
に
お
け

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校

に
お
け
る
図
書
シ
ス
テ
ム
の
運

用
の
課
題
に
つ
い
て
問
わ
れ
た

と
こ
ろ
、「
学
校
図
書
館
司
書

の
配
置
や
、
機
器
の
整
備
な
ど

に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
用
に

向
か
っ
て
い
る
。」と
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
社
会
教

育
費
で
は
、
平
成
２１
年
４
月
に

開
館
し
た
「
旧
横
浜
ゴ
ム
平
塚

製
造
所
記
念
館
」
の
整
備
経
過

な
ど
に
つ
い
て
も
問
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
歳
入
で
は
、
市
税
で

個
人
市
民
税
の
収
納
率
が
低
下

し
た
理
由
や
、
動
産
の
差
し
押

さ
え
を
行
わ
な
い
理
由
な
ど
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
で
は
、
２０
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
が

低
い
理
由
と
、
向
上
に
向
け
た

今
後
の
方
策
に
つ
い
て
問
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別

会
計
で
は
、
こ
の
制
度
の
導
入

に
よ
り
、
市
や
被
保
険
者
の
負

担
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の

か
問
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
歳
入
歳
出
決
算
実
質
収
支

に
関
す
る
調
書
」
お
よ
び
「
財

産
に
関
す
る
調
書
」
に
つ
い
て

は
質
疑
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

討
論
は
な
く
、
採
決
し
た
結

果
、「
一
般
会
計
・
特
別
会
計

決
算
」
は
全
員
異
議
な
く
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

年
々
人
件
費
比
率
が
上
昇
す

る
中
、
医
業
収
益
を
ど
の
よ
う

に
増
や
し
て
い
く
の
か
見
解
を※

尋
ね
ら
れ
た
の
に
対
し
、「
Ｄ

Ｐ
Ｃ
と
い
う
医
療
制
度
も
採
用

し
、
入
院
患
者
か
ら
の
収
益
を

高
め
る
こ
と
で
、
医
業
収
益
を

伸
ば
す
こ
と
を
検
討
し
た
。」と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

医
療
費
の
未
収
金
の
増
加
に
関

連
し
て
、
２０
年
度
に
お
け
る
徴

収
委
託
員
に
よ
る
回
収
状
況
と

費
用
対
効
果
や
、
法
的
措
置
と

し
て
実
施
し
た
少
額
訴
訟
の
内

容
に
つ
い
て
も
問
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
前
年
度
と
比

較
し
て
大
幅
に
増
加
し
た
特
別

損
失
の
内
訳
や
、
医
業
外
収
益

の
う
ち
の
駐
車
場
収
入
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
の
質
疑
も
あ
り

ま
し
た
。

討
論
は
な
く
、
採
決
し
た
結

果
、
全
員
異
議
な
く
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

第 ��� 号

※発言通告から主な項目を抜粋
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※DPC：診療行為ごとに料金を計算する従来の「出来高払い」とは違い、入院患者の病名や診療内容に応じて、厚生労働省によって定められた１日当たりの定額の点数を基本
に医療費を計算する方法。
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ひらつか議会だより

一

般

会

計

病
院
事
業
会
計

（�）平成��年（２０１０年）�月��日

特

別

会

計
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